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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
本
命
は
…
？

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
７
９
８
Ａ

【
作
者
名
】

　
真
衣

【
あ
ら
す
じ
】

　
だ
・
・
誰
夢
で
し
ょ
う
か
？
一
応
あ
る
人
の
た
め
に
書
き
ま
す
。
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　「
ラ
ビ
！
！
！
」
 

母
さ
ん
、
ウ
サ
耳
！
！
！
ウ
サ
耳
持
っ
て
き
て
！
！
！
！

あ
、
犬
耳
で
も
良
い
や
ｖ
ｖ
ど
っ
ち
で
も
良
い
か
ら
持
っ
て
き
て
、
あ
と
カ
メ

ラ
！
！
（
落
ち
着
け

　　「
ど
、
ど
う
し
た
波
音
？
（
汗

オ
レ
、
何
に
も
持
っ
て
き
て
無
い
け
ど
・
・
・
？
」

そ
ん
な
に
眼
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
つ
め
る
の
は
止
め
て
；
；

理
性
が
持
た
な
い
；
；
（
待

　　「
う
う
ん
。
何
に
も
要
ら
な
い
！
！
」

強
い
て
言
え
ば
カ
メ
ラ
と
獣
耳
。
（
を
い
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　　「
そ
、
そ
っ
か
；
；
」

　「
う
ん
！
！
あ
、
花
畑
に
行
っ
て
み
た
い
！
！
」

あ
と
、
商
店
街
に
行
っ
て
カ
メ
ラ
買
っ
て
、
獣
み
ｍ
（
以
下
省
略

　「
花
畑
は
ム
リ
だ
ろ
～
。
今
、
冬
な
ん
だ
ぞ
？
」

　「
じ
ゃ
あ
ス
キ
ー
場
行
っ
て
ス
ノ
ボ
し
よ
！
！
」

あ
、
ス
キ
ー
場
に
売
店
あ
る
の
か
な
・
・
・
？
（
売
店
の
心
配
か

あ
、
あ
と
ス
キ
ー
場
も
（
ス
キ
ー
場
は
オ
マ
ケ
か

　「
そ
り
ゃ
、
オ
レ
は
別
に
か
ま
わ
な
い
け
ど
・
・
・
？
」
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「
ヤ
ッ
タ
♪
じ
ゃ
、
早
速
行
こ
う
！
！
」

　波
音
は
ラ
ビ
の
手
を
引
き
な
が
ら
そ
う
言
っ
た
。

　「
あ
、
あ
あ
／
／
／
（
可
愛
い
・
・
・
」

　　　　　　「
さ
っ
む
～
。
」

　「
ア
ハ
ハ
ッ
　
波
音
は
寒
が
り
な
ん
だ
な
～
。
」
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「
ま
あ
、
そ
う
な
の
か
も
。
。
。
寒
い
～
」

　「
そ
ん
な
に
寒
い
？
教
団
に
戻
ろ
っ
か
？
」

　「
で
も
、
戻
っ
て
も
遊
ぶ
も
の
無
い
じ
ゃ
ん
」

　「
王
様
ゲ
ー
ム
と
か
・
・
・
？
」

　　ア
ン
タ
ッ
・
・
・
・
！
！

そ
ん
な
○
コ
○
の
お
決
ま
り
ゲ
ー
ム
（
実
際
は
ど
う
か
知
ら
な
い
け
ど
）
を
提

案
す
る
な
！
！

　　「
あ
れ
・
・
・
？
イ
ヤ
、
だ
っ
た
？
」
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「
う
ッ
・
・
・
・
ダ
、
ダ
イ
ジ
ョ
ブ
。
嫌
じ
ゃ
な
い
よ
。
」

そ
ん
な
に
シ
ュ
ン
と
な
っ
て
私
を
見
る
な
。
理
性
が
持
た
ん
（
こ
っ
ち
も
か

　　　「
じ
ゃ
、
帰
っ
て
や
ろ
う
ｖ
ｖ
」

　「
・
・
・
・
そ
ー
だ
ね
♪
」

　　　　「
暖
か
い
～
ｖ
ｖ
」

　「
波
音
っ
て
猫
み
た
い
だ
な
～
。
」
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　「
・
・
・
・
何
処
が
？
」

　「
ん
～
、
な
ん
か
そ
ん
な
感
じ
。
寒
い
の
嫌
い
だ
し
。
暖
か
い
の
が
好
き
だ
し
。

」　　オ
イ
オ
イ
；
；
　
猫
か
否
か
を
温
度
で
決
め
る
な
；
；

　波
音
が
そ
う
言
お
う
と
し
た
時

　「
あ
と
、
自
由
っ
て
感
じ
が
す
る
か
ら
か
な
。
」

　「
自
由
？
」
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「
そ
。
オ
レ
が
持
っ
て
な
い
様
な
自
由
を
波
音
は
持
っ
て
る
。
」

　「
う
～
ん
・
・
・
・
・
よ
く
分
か
ら
な
い
。
。
。
」

　「
な
ん
か
・
・
・
・
さ
。
ど
っ
か
行
っ
ち
ゃ
い
そ
う
な
ん
だ
よ
な
。

オ
レ
が
近
く
に
い
て
見
て
い
な
い
と
消
え
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
う
。
」

　　監
禁
好
き
か
お
前
は
。
（
ど
ー
し
て
そ
う
言
う
風
に
考
え
る
；
；

　ソ
フ
ァ
に
寝
転
ん
で
手
を
頭
の
後
ろ
に
回
し
て
、
ラ
ビ
が
続
け
る
。

　　「
い
つ
も
笑
っ
て
る
波
音
が
笑
わ
な
く
な
っ
た
ら
凄
く
不
安
に
な
る
し
。

逆
に
、
波
音
が
い
つ
も
笑
っ
て
い
る
と
凄
く
安
心
す
る
。
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　　　　で
も
、
オ
レ
は
そ
ん
な
波
音
が
好
き
な
ん
だ
と
思
う
。
」

　　　　「
・
・
・
・
ハ
イ
？
」

　　「
／
／
／
／
も
う
言
わ
な
い
か
ら
な
。
」

　「
え
～
！
！
！
も
う
一
回
言
っ
て
よ
！
！
」
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　「
／
／
／
そ
う
だ
な
ぁ
・
・
・
・
・
・
・
・
じ
ゃ
あ
こ
っ
ち
来
て
み
。
」

　　ラ
ビ
は
組
ん
で
い
た
手
を
外
し
、
波
音
を
手
招
き
す
る
。

　　「
は
～
い
・
・
・
・
ッ
て
！
！
」

　「
捕
ま
え
た
ｖ
ｖ
」

　　　ラ
ビ
は
波
音
を
ソ
フ
ァ
の
上
に
寝
転
ば
せ
た
。
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　　「
ギ
ャ
ー
！
！
何
す
ん
の
ア
ン
タ
は
！
」

え
、
コ
レ
っ
て
乙
女
の
ピ
ン
チ
っ
て
ヤ
ツ
で
す
か
？

私
、
押
し
倒
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
り
し
て
る
ん
で
す
け
ど
；
；

　　　「
何
っ
て
・
・
・
さ
っ
き
言
っ
た
の
教
え
て
欲
し
い
ん
だ
ろ
？
」

　「
お
、
教
え
て
欲
し
い
け
ど
、
押
し
倒
さ
れ
て
ま
で
は
；
；
」

　「
波
音
・
・
・
・

　　愛
し
て
る
今
ま
で
も
ず
っ
と
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
―
―
―
」
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　　ラ
ビ
は
そ
う
言
う
と
波
音
の
上
か
ら
ど
い
て
、
起
き
上
が
ら
せ
て
か
ら
後
ろ
か

ら
抱
き
し
め
た
。

　　「
ラ
、
ラ
ビ
・
・
・
・
？
／
／
／
」

　　　「
・
・
・
・
が
終
わ
っ
た
ら
。
」

　「
え
？
」

　「
こ
の
戦
争
が
終
わ
っ
た
ら
、
ず
っ
と
傍
に
い
て
く
れ
な
・
・
・
。
」
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　　　一
気
に
其
処
ま
で
飛
ぶ
か
い
兄
さ
ん
。

　　「
・
・
・
・
・
う
ん
。
」

　「
・
・
・
・
ホ
ン
ト
に
？
」

　「
約
束
す
る
。
傍
に
い
る
っ
て
」

　「
～
～
～
！
！
波
音
ー
ー
ｖ
ｖ
」

　「
ギ
ャ
ー
！
！
」
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　　　　ず
っ
と
、
ず
っ
と
大
好
き
だ
よ
。
キ
ミ
の
隣
で
生
き
て
い
た
い
―
―
―
―

い
つ
か
は
必
ず
、
僕
に
も
光
が
差
し
込
ん
で
く
る
事
を
願
っ
て
僕
は
キ
ミ
の
傍

で
光
を
待
つ
よ
―
―
―
。

だ
か
ら
、
僕
は
キ
ミ
の
傍
に
い
る
―
―
―
―
―
。

た
と
え
、
僕
ら
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
―
―
―
―
。

　　　　Ｄ
．
Ｇ
ｒ
ａ
ｙ
－
ｍ
ａ
ｎ
　
Ｌ
ａ
ｖ
ｉ
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
Ｅ
ｎ
ｄ
．
．
．

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
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－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

金
色
の
ア
ト
ガ
キ
～

・
・
・
全
部
の
話
を
読
ん
だ
方
は
き
っ
と
思
う
で
し
ょ
う
。

Ｄ
グ
レ
だ
け
何
で
全
部
イ
チ
ャ
つ
い
て
ん
だ
。
と
（
笑

し
か
も
Ｔ
Ｏ
Ｒ
は
恋
愛
要
素
ほ
ぼ
皆
無
（
待
っ
て

だ
っ
て
（
言
い
訳
開
始
）
、
テ
イ
ル
ズ
シ
リ
ー
ズ
は
３
作
出
し
て
る
か
ら
、
い

い
か
な
。
。
。
な
ん
て
；
；

や
、
絶
対
に
差
別
と
か
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
！
？

あ
、
因
み
に
、
最
後
の
詩
み
た
い
な
の
は
、
Ｅ
Ｌ
Ｔ
の
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
　
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ

ｔ
聞
き
な
が
ら
書
い
て
た
の
で
シ
リ
ア
ス
っ
ぽ
い
で
す
。

あ
の
歌
、
泣
け
ま
す
よ
ね
（
何
で
！
？
）

そ
れ
で
は
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
此
処
ま
で
読
ん
で
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
ｖ
ｖ

２
０
０
５
．
７
．
７
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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